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11月 12月 １月 2月 備考

第1ミサ 蘭岳 楽山 白鳥 太平洋

第2 ※ 太平洋 蘭岳 楽山 白鳥 奇数月:集会

偶数月:ミサ

第3ミサ 白鳥 太平洋 蘭岳 楽山

第4集会 楽山 白鳥 太平洋 蘭岳

第5 ※ 白鳥 １１月集会

皆様既に存知のように、苫小牧地区信徒使徒職
大会は隔年で開催されておりました。今年はそ
の年に当たり、室蘭ブロックが担当で、１０月
１９日、室蘭市民会館で、“寄り添う教会を目指
してー私たちひとり一人が出来ることー”をテー
マに開催されました。 

　室蘭ブロックとしての大会の準備は昨年末頃
から始まり、準備委員会を３回、その後の実行
委員会を１回、ブロック会議で１回の検討を受
け開催されました。 

　準備段階では、大会のテーマや内容について
議論が重ねられましたが、最終的にテーマとし
ては上にあげたテーマで、内容はこのテーマの

下、「霊における会話」の体験とすることとし
ました。準備委員会ではテーマの“寄り添う教
会”の“寄り添う”のは何に寄り添うのか、教会の
仲間として寄り添うことか、教会の外の何かに
寄り添うのかなど、“寄り添う”の意味や中身に
ついて議論がありましたが、そこは余り具体化
せず、各自自由に受け取り、「霊における会
話」の体験に集中することとしました。 

　「霊における会話」の準備としてSr.松宮るみ
子氏に構成をお願いし、結果として他に３名の
助言者をお願いすることとなりました。また、
勝谷司教様にも出席をお願いし、お二人の都合
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12月7日


黙想会

待降節の為の黙想
会をミサ後に行い

ます。 
指導司祭は 

ライヤ神父様です

カトリック札幌教区苫小牧地区


第19回 信徒使徒職大会 開催報告

松岡 健一

曜 午　　　前 午　　　後
1 月
2 火 OPC （パソコン倶楽部）10:00
3 水 こっとん倶楽部　10:00 キリスト教講座① 18:30
4 木
5 金
6 土 (掃除・花：蘭岳) 12月運営委員会 13:00
7 日 ミサ 9:30　(典礼：楽山）待降節黙想会（ライヤ師）　
8 月
9 火 OPC （パソコン倶楽部）10:00
10 水 こっとん倶楽部　10:00 キリスト教講座① 18:30
11 木
12 金
13 土 ミサ 10:00 キリスト教講座②ミサ後　(掃除・花：太平洋)
14 日 集会祭儀 9:30　（典礼：蘭岳）　各例会日
15 月
16 火 OPC （パソコン倶楽部）10:00
17 水 こっとん倶楽部　10:00 キリスト教講座① 18:30
18 木
19 金
20 土 　(掃除・花：白鳥)
21 日 ミサ 9:30・　(典礼：太平洋）　ミニ大掃除　
22 月
23 火 OPC （パソコン倶楽部）10:00
24 水 （クリスマス用花アレンジ：典礼） 主の降誕夜半のみさ 20:00
25 木 主の降誕（祭）ミサ 9:30
26 金
27 土 ミサ 10:00 キリスト教講座②ミサ後  (花：楽山)
28 日 聖家族の祝日 ミサ9:30・　(典礼：白鳥）　茶話会
29 月
30 火 （正月用生花：楽山）
31 水 ミサ 10:00　　年末のミサ
1 木 神の母聖マリアの祭日 ミサ 10:00　新年交礼会
2 金 初金のミサ 10:00
3 土 初土のミサ 10:00　(掃除・花：太平洋)
4 日 主の公現の祭日 ミサ 9:30 (典礼：白鳥) 1月運営委員会

2025年12月　教会行事予定



３．報　告：	
3.1，11月.12月.1月の予定　　	

11月	
 2日㈰ 年間第31主日、ミサ(蘭岳地区典礼当番)、	
　　　 ミサ後１１月の運営委員会	
　　　 七五三のお祝い（祝福とプレゼント）	
 9日㈰ 年間第32主日、集会(太平洋地区典礼当番)	
       例会日、JOCカレンダー訪問販売、	
16日㈰ 年間第33主日、ミサ（白鳥地区典礼当番）、	
　　　 ライヤ神父様霊名の記念日、誕生日のお祝	
       パーティー、	
       地区連絡会（苫小牧教会午後２時～）	
23日㈰ 王であるキリストの祭日、	
       集会（白鳥地区典礼当番）、ミニ大掃除	
30日㈰ 待降節第1主日、集会(楽山地区典礼当番) 	

12月	

 6日㈯ 午後1時から12月の運営委員会	
 7日㈰ 待降節第2主日、ミサ（楽山地区典礼当番）	
       ミサ後待降節の黙想会（ライヤ神父様）	
14日㈰ 待降節第3主日、集会(蘭岳地区典礼当番)、	
       例会日	
21日㈰ 待降節第4主日,集会祭儀	
       (太平洋地区典礼当番)	
24日㈬ 主の御降誕夜半のミサ、20時	
25日㈭ 主のご降誕祭のミサ、午前9時30分	
28日㈰ 聖家族の祝日、ミサ（白鳥地区典礼当番）	
       茶話会	
31日㈬ 年末のミサ、10時	

1月	
 1日㈭ 神の母聖マリアの祭日ミサ10時　新年交礼会	
 2日㈮ 初金のミサ　10時	
 3日㈯ 初土のミサ　10時	
 4日㈰ 主の公現の祭日,ミサ(白鳥地区典礼当番)	
       ミサ後1月の運営委員会	
 11日㈰ 主の洗礼の祝日.集会祭儀(楽山典礼当番)	
        例会日、クリスマス飾り片付け	
18日㈰ 年間第2主日.ミサ(蘭岳地区典礼当番)新年会	
25日㈰ 年間第3主日、神のことばの主日、	
       集会祭儀(太平洋地区典礼当番)ミニ大掃除	

※毎週の行事（変更の場合あり）	
・火曜日午前１０時～　OPC（パソコン倶楽部）	
・水曜日午前10時～　こっとん倶楽部　　　	
　午後６時30分　キリスト教講座	
・第四木曜日、午前10時～　セシリアうたの会	
・土曜日第2及び第4午前10時～ミサ、	
　その後キリスト教講座	
3.2　財務報告	

　転出者が増えているが、今のところ期間前の納入
者もあり、収入は予算以上であるが、支出はほぼ予
算通りであり、財政的には健全。今後の推移を見守
る。	

４．議　事：	
4.1　信徒使徒職大会につぃて（10/19）	
当日の参加者　苫小牧23名、静内4名、室蘭11名、
東室蘭27名.登別11名.伊達5名.教区外1名	
司祭3名.司教.講演者他4名.札幌地区宣司評から３
名　信徒合計82名、司教他11名　総計93名	

いろいろ混乱はあったが、予定通り終了	
決算予定（別紙）　多少の残額あり	
東室蘭教会としては、残額は繰越が出来れば繰越
すことにすることを希望	

4.2　ライヤ神父様霊名の記念日、誕生日のお祝い会	
　について（確認）	
　11月第三週11月16日に開催　女性部が全て準備との	
　こと。感謝 	

4,3　11月からのミサ、集会祭儀の典礼当番について	
４ページの表をご覧ください 	

4.4　待降節の黙想会について	
　12月7日ミサ後にライヤ神父様にお願いする	
　そのため、12月の運営委員会を12月6日㈯	
　午後１時からとした。	

4.5　バザー益金等の配分について	
別紙案参照。こっとん俱楽部からの献金も含め、別
紙原案で進めることとした。	

4.6　最近教会に見えていない方の情報収集について	
最近教会に見えていない方について情報交換を

したが、様子の分からない方もおられるが、連絡先
が分からず、対応が難しい。その他の方は教会に来
られない状況（病気であるとか高齢で教会に来る手
段がないなど）は分かるが、これも対応が難しく、
今のところ静観する。	

4.7　共同墓地管理委員会の設置について	
室蘭教会との共同墓地の管理に関する委員会の設置
について室蘭教会と検討するが、東室蘭教会から
は、櫻庭さんと松岡が対応することとし、室蘭教会
に連絡することとした。	

4.8  その他	
・10月23日㈭に避難訓練を実施した。参加者7名	
　通報(消防署への)訓練、避難訓練、消火訓練を行っ	
　た。久し振りの訓練だったので、うたの会の実施
日に合わせて行ったが、今後は主日に行う必要があ
ると思われる。	

・降誕祭の夜半ミサ、日中ミサの時間について	
　夜半のミサ　午後8時、日中のミサ 午前9時30分 	
・クリスマスプレゼントについて 	

　今年度は、神父様と侍者とオルガン奏者にしては	
　（櫻庭、山田、田中さん）　	

・カルメル修道院のクッキーの準備について	
　子供達に贈呈の予定で準備あり残れば別途考える。　	
・クリスマスツリー飾り付けについて	
　11/30(日)飾りつけ教会内外とも 1/11(日)片付け	

・施設部からの報告：10月の園芸関係、畑関係の報告	
　があった。またプレハブの物置の補修の状況につい	
　ても報告があった、５年程度維持可能なように補修	
　されたとの報告であった。	

５．司祭の予定等：	
   後日、お知らせに掲載  	

６.ミサ・集会祭儀の予定	
11/02 ライヤ師　11/09 集会　11/16ライヤ師　　
11/23 集会　11/30 集会	
12/07 ライヤ師 12/14 小林師　12/21 集会　 	
12/28 ライヤ師　12/31 ライヤ師

2025年度 第7回運営委員会 議事録　2025年11月2日㈰11:10〜12:00


議事録１．は、開催日時は表題のとおりです。議事録３．は出席者名で省略します。

のつく日として、１０月１９日が設定されまし
た。 

　当日は天候にも恵まれ、苫小牧地区の６つの
教会の信徒をはじめ、司教、司祭、シスターの
皆様を含め、９５名の参加で開催されました。
「霊における会話」を体験する大会として、会
話のもととなる講演をSr.松宮るみ子氏にお願い
し、「霊における会話」
の具体的な取り組みを
Sr.宮崎妙子氏、月寒教
会の西田敦子氏と小樽教
会の森朝美氏の支援、指
導を受けての体験となり
ました。 

大会は、開会式の後、
Sr.松宮るみ子氏のテー
マに沿った講演があり、
次いでSr.宮崎妙子氏の
「霊における会話」の進
め方の説明の後、地区の信徒に加え、札幌地区
の宣司評のメンバー、上野浩氏、柳澤辰也氏、
阿部包氏の参加を得て、１４のグループに分か
れての体験となりました。この後、昼食を摂
り、午後からは、「霊における会話」の体験の
感想や今後の取り組みなどについて、今度は小
教区グループで分かち合いの機会を設け、最後
に感謝のミサ、閉会式で終わりました。 

「霊における会話」は森氏、西田氏の進行のも
とスムースに進められ、全員の参加により、各
自、聖霊の助けを求め、祈りの中での体験とな
り、大会は成功であったと思います。 

テーマに沿った会話の内容は、各グループで
様々であり、グループの発表は時間の関係で限
られ、内容を深めることにならなかったのは、

大会の構成として、止む
を得なかったことと思い
ます。その中でテーマの
根本問題として、寄り添
うべき教会共同体そのも
のが消滅の危機にある小
教区もあり、テーマの選
定に配慮が必要ではな
かったか、との発言もあ
り、反省材料となりまし
た。 

今後、「霊における会
話」の手法を各小教区の活動や運営、また各自
の信仰生活にどのように生かすかの課題があり
ますが、勝谷司教様の話のようにこの体験を繰
り返し、繰り返し経験することで、聖霊の働に
聴く習慣を身に着け、日々の信仰生活に生かせ
るように取り組むことが大切ではないかと考え
させられる大会でした。 

11月16日 
ライヤ神父様　 

誕生と霊名の記念日 
パーティー

インフルエンザ予防接種 
　インフルエンザの流行時期は例年12月から4月

頃です。インフルエンザウイルスは、感染者の

咳やくしゃみで飛び散った飛沫を吸い込む飛沫

感染のほか、手や物に付着したウイルスで感染

する接触感染があります。


　インフルエンザ予防接種は、インフルエンザ

の発症を予防すること、発症後の重症化や死亡

を防ぐことに関して効果があるとされていま

す。インフルエンザワクチンが十分な効果を維

持する期間は接種した約2週間後から約5カ月間

と言われており、流行時期を考慮すると12月中

旬までの接種が効果的です。


